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附属書2

（蒙詈）
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附属書 3

急骸冑書笠情鶉のコ＝ド

注意讐きの口＝にと使累蓋

麟表示のコ＝ド

および注意綜表尋の鬱』
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A3.1.2.3 A3.1.2

+
H300+H310

 

- 265 -

A3。]_。1 序文

A3。ll。2 危険有害性情報のコード

附属書 3

第 1節

危険有害性情報のコード

長期にわたる、または反復ばく露

による臓器の障害
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A3.1.2.4 1.4.10.5.3.3

2
/  

 
A3.1.1  

 
(1) 

  
(2) 

GHS  
(3) 

 
(4) 

H200    
H201    
H202    
H203    
H204  2.1  2B, 2C 
H205    

H206 
 

2.17  1 

H207  2.17  2, 3 

H208  2.17  4 

H209  2.1  1, 2A 
H210  2.1  1 
H211  2.1  1 

 
H220  2.2  1A 
H221  2.2  1B, 2 
H222  2.3  1 
H223  2.3  2 
H224  2.6  1 
H225  2.6  2 
H226  2.6  3 
H227  2.6  4 
H228  2.7  1,2 
H229  2.3  1,2,3 

 

H230  2.2  
1A,

A 

H231  2.2  
1A,

B 

H232 2.2  1A,
 

 
  

- 266 -

表A3。1.l：物理化学的危険性の危険有害性情報コード

コード 物理化学的危険性危険有害性情報 危険有害性クラス (GHSの章）
危険有害性

区分
(ll) (2) (3) 

（心

火災または飛散危険性

火災、爆風または飛散危険性；鈍性化剤が

減少した場合には爆発の危険性の増加

火災または飛散危険性；鈍性化剤が減少し

た場合には爆発の危険性の増加

火災危険性；鈍性化剤が減少した場合には

爆発の危険性の増加

爆発物

非常に敏感

敏感である可能性

極めて可燃性の高いガス

可燃性ガス

極めて可燃性の高いエアゾール

可燃性エアゾール

極めて引火性の高い液体および蒸気

引火性の高い液体および蒸気

引火性の液体および蒸気

可燃性液体

可燃性固体

高圧容器：熱すると破裂のおそれ

空気が無くても爆発的に反応するおそれ

圧力および／または温度が上昇した場合、空

気が無くても爆発的に反応するおそれ

空気に触れると自然発火のおそれ
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(1) 

  
(2) 

GHS  
(3) 

 
(4) 

H240  
2.8  

2.15  A 

H241  
2.8  

2.15  B 

H242  
2.8  

2.15  
 

C,D,E,F 
 

H250  
2.9  
2.10  

1 

H251  2.11  1 
H252  2.11  2 

 

H260 
 

2.12
 

1 

H261  
2.12

 
2,3 

 
H270  2.4  1 

H271  
2.13  
2.14  

1 

H272  
2.13  
2.14  2,3 

    

H280  2.5  
 
 
 

H281  2.5  
 

H282  2.3  1 

H283  
2.3  2 

H284  2.3  3 
 

H290  2.16  1 
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コード 物理化学的危険性危険有害性情報 危険有害性クラス (GHSの章）
危険有害性

区分
(ll) (2) (3) 

(4) 

熱すると爆発のおそれ

熱すると火災または爆発のおそれ

熱すると火災のおそれ

空気に触れると自然発火

自己発熱；火災のおそれ

大量の場合自己発熱；火災のおそれ

水に触れると自然発火するおそれのある可

燃性ガスを発生

水に触れると可燃性ガスを発生

発火または火災助長のおそれ；酸化性物質

火災または爆発のおそれ；強酸化性物質

火災助長のおそれ；酸化性物質

高圧ガス；熱すると爆発のおそれ

深冷液化ガス；凍傷または傷害のおそれ

極めて可燃性の高い加圧下化学品：熱する

と爆発のおそれ

可燃性の加圧下化学品：熱すると爆発のお

それ

加圧下化学品：熱すると爆発のおそれ

金属腐食のおそれ
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A3.1.2  
 

 
(1) 

 
(2) 

GHS  
(3)  

(4) 
H300  3.1  1,2 
H301  3.1  3 
H302  3.1  4 
H303  3.1  5 

H304  3.10  1 

H305  3.10  2 
 

H310  3.1  1,2 
H311  3.1  3 
H312  3.1  4 
H313  3.1  5 
H314  / 3.2  1,1A,1B,1C 
H315  / 3.2  2 
H316  / 3.2  3 
H317  3.4  1, 1A,1B 

H318  /
3.3  1 

H319  /
3.3  2/2A 

H320  /
3.3  2B 

 
H330  3.1  1,2 
H331  3.1  3 
H332  3.1  4 
H333  3.1  5 

H334  3.4  1, 1A,1B 

H335  3.8  3 

H336  3.8  3 

 

H340 
 

3.5  1,1A,1B 

H341 

 

3.5  2 
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表A.3.1.2：健康有害性の危険有害性情報コード

コー ド 健康有害性危険有害性情報 危険有害性クラス (GHSの章）
危険有害性

(ll) (2) (3) 
区分
(4) 

飲み込むと生命に危険

飲み込むと有毒

飲み込むと有害

飲み込むと有害のおそれ

飲み込んで気道に侵入すると生命に危険の

おそれ

飲み込んで気道に侵入すると有害のおそれ

皮膚に接触すると生命に危険

皮膚に接触すると有毒

皮膚に接触すると有害

皮膚に接触すると有害のおそれ

重篤な皮膚の薬傷および眼の損傷

皮膚刺激

軽度の皮膚刺激

アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

重篤な眼の損傷

強い眼刺激

眼刺激

吸入すると生命に危険

吸入すると有毒

吸入すると有害

吸入すると有害のおそれ

吸入するとアレルギー、喘息または呼吸困

難を起こすおそれ

呼吸器への刺激のおそれ

眠気またはめまいのおそれ

遺伝性疾患のおそれ

遺伝性疾患のおそれの疑い
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(1) 

 
(2) 

GHS  
(3)  

(4) 

H350 
 

3.6  1,1A,1B 

H351 
 

3.6  2 

 

H360 

 

3.7  1,1A,1B 

H361 

 

3.7  2 

H362  3.7   

 

H370 
 

 
3.8  1 

H371 

 
3.8  2 

H372 
 

 
3.9  1 

H373  

 

3.9  2 

 
H300 

+ 
H310  

3.1
3.1  1, 2 

H300 
+ 

H330  
3.1
3.1  1, 2 

H310 
+ 

H330  
3.1
3.1  1, 2 

H300 
+ 

H310 
+ 

H330 
 

3.1
3.1
3.1  

1, 2 
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コード 健康有害性危険有害性情報 危険有害性クラス (GHSの章）
危険有害性

(1) (2) (3) 
区分
(4) 

発がんのおそれ

発がんのおそれの疑い

生殖能または胎児への思影響のおそれ

生殖能または胎児への悪影響のおそれの疑
し‘

授乳中の子に害を及ぼすおそれ

臓器の障害

臓器の障害のおそれ

長期にわたる、または反復ばく露

による臓器の障害

長期にわたる、または反復ばく露

による臓器の障害のおそれ

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合は生
命に危険

飲み込んだ場合や吸入した場合は生命に危
険

皮膚に接触した場合や吸入した場合は生命
に危険

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合や吸
入した場合は生命に危険
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(1) 

 
(2) 

GHS  
(3)  

(4) 
H301 

+ 
H311  

3.1
3.1  3 

H301 
+ 

H331 
 3.1

3.1  3 

H311 
+ 

H331 
 3.1

3.1  3 

H301 
+ 

H311 
+ 

H331 

 

3.1
3.1
3.1  

3 

 
H302 

+ 
H312  

3.1
3.1  4 

H302 
+ 

H332 
 3.1

3.1  4 

H312 
+ 

H332 
 3.1

3.1  4 

H302 
+ 

H312 
+ 

H332 

 

3.1
3.1
3.1  

4 

H303 
+ 

H313  
3.1
3.1  5 

H303 
+ 

H333  
3.1
3.1  5 

H313 
+ 

H333  
3.1
3.1  5 

H303 
+ 

H313 
+ 

H333 

 

3.1
3.1
3.1  

5 

 
H315 

+ 
H320 

 
/ 3.2

/
3.3  

2 /2B
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コード 健康有害性危険有害性情報 危険有害性クラス (GHSの章）
危険有害性

(1) (2) (3) 区分
（心

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合は有

毒

飲み込んだ場合や吸入した場合は有毒

皮膚に接触した場合や吸入した場合は有毒

飲み込んだ場合や皮膚に接触したた場合や

吸入した場合は有毒

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合は有

害

飲み込ん場合や吸入した場合は有害

皮膚に接触した場合や吸入した場合は有害

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合や吸

入した場合は有害

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合は有

害のおそれ

飲み込んだ場合や吸入した場合は有害のお

それ

皮膚に接触した場合や吸入した場合は有害

のおそれ

飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合や吸

入した場合は有害のおそれ

皮膚および眼刺激
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A3.1.3  
 

 
(1) 

 
(2) 

GHS  
(3)  

(4) 

H400  4.1
 1 

H401  4.1
 2 

H402  4.1
 3 

 

H410  
4.1

 1 

H411  4.1
 2 

H412  4.1
 3 

H413  
 

4.1
 4 

    

H420  4.2  1 
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表A.3.1.3：環境有害性の危険有害性情報コード

コード 環境有害性危険有害性情報 危険有害性クラス (GHSの章）
危険有害性

(ll) (2) (3) 
区分
(4) 

水生生物に非常に強い毒性

水生生物に毒性

水生生物に有害

長期継続的影響によって水生生物に非常に

強い毒性

長期継続的影響によって水生生物に毒性

長期継続的影響によって水生生物に有害

長期継続的影響によって水生生物に有害

のおそれ

オゾン層を破壊し、健康および環境に有害
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- 272 -



- 273 - 

 

3 

2  

 

 
A3.2.1  
 
A3.2.1.1

1.4.10.5.2 (c) 
 
A3.2.1.2 GHS 5

A3.2.1.3 GHS

A3.2.1.4 GHS
GHS

/ 1.2 1.4.6. 3

A3.2.1.5 GHS
1.3.2.2.1

5
A5.1.1

A3.2.1.6 GHS

A3.2.1.7
IPCS  (ICSC)  

(ANSI Z129.1) (ERG 2004)

A3.2.1.8

A3.2.1.9

 

A3.2.1.10
(1.4.4.1(a) )

3
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A3。2。1 序文

附属書 3

第 2節

注意書きのコードおよび使用

一般安全対策応急措置
保管 廃棄
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A3.2.2  
 
A3.2.2.1 1 3

 
 (a)  P “precautionary statement”  
 (b)  1  
  1  
  2  
  3  

4  
  5  

(c)  2  
 
A3.2.2.2

 
 
A3.2.2.3 A3.2.1

A3.2.2 A3.2.3 A3.2.4
A3.2.5  

 
 
A3.2.3  
 
A3.2.3.1 5  
  (1)  
  (2)  

 (3)
GHS  

 (4)  
  (5)  
 
A3.2.4  
 
 
A3.2.4.1 A3.2.1 A3.2.5

A3.2.5  
 
A3.2.4.2 /

1
P280 / / / / /…

 
 
A3.2.4.3 3 …”

P241 / / /… …”
5

 
 
A3.2.4.4 …

5 P284
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A3。2.2 注意書きのコード化

A3.2.8 注意書き表の構成

A3。2。4 注意書きの使用

鏡を着用すること

保護具を着用すること

注意書きの核となる部分を太字

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面庫頃：保護具／。00を着用すること

保護眼鏡あるいは保護面を着用すること

防爆型の〖電気／換気／照明／。。』機器を使用すること

保護眼

〖換気が不十分の場合〗呼吸用
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A3.2.4.5

5  
 
A3.2.4.6

/
P241 / / /…

 
 
A3.2.4.7 GHS

1  
 
A3.2.5  
 
A3.2.5.1  

 
A3.2.5.1.1

 
 
A3.2.5.2  
 
A3.2.5.2.1

A3.2.1 A3.2.5 GHS
+

P305+P351+P338

 
 
A3.2.5.2.2

3 3

 
 
A3.2.5.2.3

P370+P372+P380+P373
P210+P403

 
 
A3.2.5.3  
 
A3.2.5.3.1

GHS
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換気が不十分の場合、呼吸用保護具を着用すること

呼吸用

保護具を着用すること

防爆型の〖電気／換気／照明／。〇〇〗機器を使用すること

A3。2.5 注意書きの使用における柔軟性

A3。2。51 助書が適切でない場合の注意害きの省略

A3。2.5。2 注意害きの紺分または統合

眼に入った場合：水で数分注意深く洗

うこと。次にコンタクト レンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。

火災の場合：爆発する危険性あり。区域より避難させること 炎が爆
発物に届いたら消火活動をしないこと。 熱、高温のもの、火花、裸火および他の
着火源から遠ざけること。禁煙。換気の良い場所で保管すること。

A3。25。3 安全誓告に影響しない文筋の多緩性
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A3.2.5.3.2

 
 
A3.2.5.4  
 
A3.2.5.4.1

 
 

(a)

P319
P317

P332, P333, P337, P342  
(b)

P308
 

(c) P316
P317 P317

P319
P318

 
(d)

 
 

 
 
1. P301 P304 P302

2 1 P316
P301+P304+P302+P316

P308
 

2. P301 4 P316
P317

P301 +P316
P318

 
3. P304 P301  P302 P333

P333 2
4 P316 P317

 
4. P302 P305

2 P316 P317
P319

P302+P316
P337+P317 P319

 
 
A3.2.5.4.2 P330 P336 P338 P340 P351 P354 P360 P364
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A3。2。5.4 医療対応に腐する注意書きの道吊

気分が悪い時は、医療処置を受けること
医療処置を受けること

ばく露またはその懸念がある場合：

すぐに救急の医療処置
を受ける こと 医療処置を受けること 医
療処置を受けること 気分が悪い時は、医療処饂を受ける こと

ばく露またはその懸念がある場合は、医学的助言を求める
こと

飲み込んだ場合： 吸入した場合： 皮膚に付着した
場合： すぐに救急の医療処置
を受けること 飲み込んだ場合、吸入した場
合または皮膚に付着した場合：すぐに救急の医療処置を受けること 飲
み込んだ場合、吸入した場合または皮膚に付着した場合： ばく露またはその懸念が
ある場合：

飲み込んだ場合： すぐに
救急の医療処置を受けること 医療処置を受けること

飲み込んだ場合：すぐに救急の医療処置を受けること
ばく露またはその懸念がある場合は、医学的助言を求めること

飲み込んだ場合：すぐに救急の医療処
置を受けること。さらにばく露またはその懸念がある場合は、医学的助言を求めること

吸入した場合： 飲み込んだ場合： 皮膚に付
着した場合： 皮膚刺激または発疹が生じた場合：

すぐに救急の医療処置を受ける こと
医療処置を受けること 吸入した場合：すぐに救急の医療処置を受

けること 飲み込んだ場合または皮膚刺激または発疹が生じた場合：医療処置を受ける
こと

皮膚に付着した場合： 眼に入った場合：
すぐに救急の医療処置を受けること 医療処置を受

ける こと 気分が悪い時は、医療処饂を受けること
皮膚に付着した場合：すぐに救急の医療処置を受ける こと、

眼の刺激が続く場合：医療処置を受けること 気分が悪い時は、医
療処置を受けること
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A3.2.6  
 
A3.2.6.1

2
/  

 
A3.2.6.2 A3.2.1

GHS  
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A3。2.6 一般的注意書き
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A3.2.1  
 

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P101 
 

   

P102     
P103     

P203  
 

A3.2.2  
 

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P201  
P202  
P203 

 
 

2.1  1, 2A, 2B  
2.2  1A A 

B 
3.5  1, 1A, 1B, 2 

3.6  1, 1A, 1B, 2  
3.7  1, 1A, 1B, 2 

3.7  
 

P210 
 

2.1  1, 2A, 2B, 2C  
2.2  

1A 

 
 

A 
B 

1B, 2 
2.3  1, 2, 3 

2.3  1, 2, 3 
2.6  1, 2, 3, 4 
2.7  1, 2 
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表A3。2.1 一般的注意書き

コード 一般的注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

医学的助言が必要な時には、製品容器や
ラベルを持っていくこと。

子供の手の届かないところに置くこと。

全ての指示をよく読み、従うこと。

表A3。2.2 安全対策注意書き

コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(l) (2) (3) (4) (5) 

使用前にすべての安全説明書を入手し、

読み、従うこと。

熱、高温のもの、火花、裸火および他の

着火源から遠ざけること。禁煙。
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1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
  2.8

 
 

A, B, C, D, E, F 
 
 

2.9  1 
2.10  1 

2.13  1, 2,3  
2.14  1, 2, 3 

2.15   
A, B, C, D, E, F 

2.17  1, 2, 3, 4 
P211 

 
2.3  1, 2  

2.3  1, 2 
P212 

  
2.17  1, 2, 3, 4  

 
P220  2.4  1  

 2.13  1, 2, 3 
2.14  1, 2, 3 

P222  2.2  1A,  
 2.9  1 

2.10  1 
P223  2. 

12  
1, 2 

 

P230 …  2.1  1, 2A, 2B, 2C 
 

 
… /

 
2.17  1,2,3,4 … /
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コード 安全対策注意書き 危険有害性クフス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

裸火または他の着火源に噴霧しないこ
と。
密閉状態での加熱または鈍性化剤の減
少を避ける

衣類および可燃物から遠ざけること。

空気に接触させないこと。

水と接触させないこと。

000にて希釈しておくこと。
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1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P231 /…

 
2.9  1 … /

 
2.10  1 

2.12  1, 2, 3 
 

… /

 
P232  2. 12  1, 2, 3  
P233  2.6  1, 2, 3 

 
2.9  1  
2.10  1 

2.17  1, 2, 3, 4 
3.1  1, 2, 3 

 
 3.8  

3 

3.8  
3 

P234  2.1  2A, 2B, 2C P236  
2.8   

A, B, C, D, E, F 
2.15   

A, B, C, D, E, F 
2.16  1 

P235  2.6  1, 2, 3 1
 

2.8   
A, B, C, D, E, F 

P411
 

2.11  1, 2 P413
 

2.15   
A, B, C, D, E, F 

P411
 

 

- 280 -

コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

不活性ガス／。。。下で取扱い、保管す
ること。

湿気を遮断すること。

容器を密閉しておく こと。

他の容器に移し替えないこと。

涼しいところに置くこと。



- 281 - 

  

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P236 

…  

2.1  2A, 2B, 2C 1
  

1
 

 
… /  

P240 
 

2.1  1, 2A, 2B, 2C  
2.6  1, 2, 3  
2.7  1, 2  

2.8  
 

A, B, C, D, E, F  
2.15   

A, B, C, D, E, F  
P241 / / /…

 
 

2.6  1, 2, 3  

 

 
2.7  1, 2  

 

 
P242 

 
2.6  1, 2, 3 

0.1mJ
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コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 疇の条件

(1) (2) (8) (4) (5) 

元の容器のままで保存する こ

と：輸送の構成において区分

0 0 00  

容器を接地しアースを取るこ

と。

防爆型の〖電気／換気／照明／。 00 〗

機器を使用すること。

火花を発生させない工具を使

用すること。



- 282 - 

  

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P243 
 

2.6  1, 2, 3  

 
P244 

 
2.4  1  

 
P250 / / /…

 
2.1  1, 2A, 2B, 2C  

… /  
P251 

 
2.3  1, 2, 3 

P260 / / / / /
 

3.1  1, 2 /  

3.8  
1, 2 

3.9  
1, 2 

3.2  1, 1A, 1B, 1C  

 3.7  
 

P261 / / / / /
 

3.1  3, 4 P260  
/  3.4  1, 1A, 1B 

3.4  1, 1A, 1B 

3.8  
3 

3.8  
3 

P262  3.1  1, 2 
P263 

 3.7  
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コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

静電気放電に対する措置を講

ずること。

バルブや付属品にはグリース

および油を使用しないこと。

粉砕慮f撃／摩擦／。00のような取

り扱いをしないこと。

使用後を含め、穴を開けたり燃
やしたりしないこと。

粉じん／煙／ガス／ミスト慮気／ス

プレーを吸入しないこと。

粉じんl煙／ガスlミスト康気lス
プレーの吸入を避けること。

眼、皮膚、衣類につけないこと。

妊娠中および授乳期中は接触

を避けること。



- 283 - 

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P264 …  
 

3.1  1, 2, 3, 4 /

 
 

3.1  1, 2 
3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.2  2 

3.3  1 
3.3  2/2A, 2B 

3.7  
 

3.8  
1, 2 

3.9  
1 

P265  3.3  1  
3.3  2/2A, 2B 

 
P270 

 
3.1  1, 2, 3, 4  
3.1  1, 2 

3.7  
 

3.8  
1, 2 

3.9  
1 

P271 
 

3.1  1, 2, 3, 4  

3.8  
3 

3.8  
3 

P272 
 

3.4  1, 1A, 1B  

P273  4.1  1, 2, 3  
4.1  1, 2, 3, 4 
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コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

取扱後は手〖および。。』をよく洗うこと。

眼には触らないこと。

この製品を使用する時に、飲食または喫

煙をしないこと。

屋外または換気の良い場所でのみ使用

すること。

汚染された作業衣は作業場から出さな
いこと。

環境への放出を避けること。



- 284 - 

 
 

1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P280 / / /

/ /…
 

2.1  1, 2A, 2B, 2C /
 

 2.2  1A,  
2.6  1, 2, 3, 4 
2.7  1, 2 

2.8  
 

A, B, C, D, E, F 

2.9  1 
2.10  1 

2.11  
1, 2 

2.12  
1, 2, 3 

2.13  1, 2, 3 
2.14  1, 2, 3 

2.15  A, B, C, D, E, F 
2.17  1, 2, 3, 4 

3.1  1, 2, 3,4  /  
/  

3.2  1, 1A, 1B, 1C / /  
/  

3.2  2  
/  3.4  1, 1A, 1B 

3.3  1 /  
/

 
3.3  2/2A 

3.5  1, 1A, 1B, 2 /  
3.6  1, 1A, 1B, 2 
3.7  1, 1A, 1B, 2 

P282 
 

2.5    
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コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／
保護面／聴覚保護具／。。。を着
用すること。

耐寒手袋および保護面また

は保護眼鏡を着用すること。



- 285 - 

 
 

1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P283 

 
2.13  1  
2.14  1 

P284 
 

3.1  1,2 

 
/  

3.4  1, 1A, 1B 

P231 
+ 

P232 

/…
 2.12  

1, 2, 3 
 

… /
 

P264 
+ 

P265 

…

 
 

3.3  1 /
 

 3.3  2/2A, 2B 
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コード 安全対策注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(:I.) (2) (3) (4) (5) 

防火服または防炎服を着用す

ること。

〖換気が不十分な場合〗呼吸

用保護具を着用すること。

湿気を遮断し、不活性ガス／。00

下で取り扱い保管すること。

取扱後は手〖および。。』をよ

く洗うこと。眼には触らない

こと。



- 286 - 

A3.2.3  
 

1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P301  3.1  1, 2, 3, 4, 5  

3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.10  1, 2 

P302  2.9  1  
2.10  1 

2.12  1,2 
3.1  1, 2, 3, 4, 5 

3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.2  2 
3.4  1, 1A, 1B 

P303  2.6  1, 2, 3  
P304  3.1  1,2 , 3, 4, 5  

3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.4  1, 1A, 1B 

3.8  3 
3.8  3 

P305  3.2  1, 1A, 1B, 1C  
3.3  1 

3.3  2/2A, 2B 
P306  2.13  1  

2.14  1 
P308  3.8  1, 2  

 
P310    
P311    
P312    
P313    
P314   
P315   
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表A3。2.3 応急措置注意書き

コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(]_) (2) (3) (4) (5) 

飲み込んだ場合：

皮膚に付着した場合：

皮膚（または髪）に付着した場合：

吸入した場合：

眼に入った場合：

衣類にかかった場合：

ばく露またはその懸念がある場合：



- 287 - 

 
 

1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P316  3.1  1, 2, 3 /

 

3.1  1, 2, 3 
3.1  1, 2, 3 

3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.4  1, 1A, 1B 

3.8  1, 2 
3.10  1, 2 

P317  2.5   
3.1  4, 5 
3.1  4, 5 
3.1  4, 5 

3.2  2, 3 
3.3  1 

3.3  2/2A, 2B 
3.4  1, 1A, 1B 

P318 
 

3.5  1, 1A, 1B, 2  
3.6  1, 1A, 1B, 2 
3.7  1, 1A, 1B, 2 

3.7   
P319  3.8  3 

3.8  3 
3.9  1, 2 

P320 
…  

3.1  1, 2 
 

…
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(]_) (2) (3) (4) (5) 

すぐに救急の医療処置を受けること。

医療処置を受けること。

ばく露またはその懸念がある場合は、医
学的助言を求めること。

気分が悪い時は、医療処置を受けること。

特別な処置が緊急に必要である（このラ
ベルの。 00を見よ）。



- 288 - 

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P321 …
 

3.1  1, 2, 3  
…  

3.1  1, 2, 3, 4  
…  

3.1  3  
…  

3.2  1, 1A, 1B, 1C …  
/

 
3.2  2 
3.4  1, 1A, 1B 

3.8  1  
…  

P330  3.1  1, 2, 3, 4 
3.2  1, 1A, 1B, 1C 

P331  3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.10  1, 2 

P332  3.2  2, 3 P333
 

P333  3.4  1, 1A, 1B  
 P334 

 
2.9  1 

 2.10  1 
2.12  1, 2 

 
P335 

 
2.10  1  

2.12  1, 2 
P336 

 
2.5    

P337  3.3  2/2A, 2B  
  

- 288 -

コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

特別な処置が必要である（このラベルの。 00を
見よ）。

ロをすすぐこと。

無理に吐かせないこと。

皮膚刺激が生じた場合：

皮膚刺激または発疹が生じた場合：
冷たい水に浸すこと〖または湿った包帯で覆
うこと〗。

固着していない粒子を皮膚から払いのける
こと。

凍った部分をすぐにぬるま湯でとかすこと。
受傷部はこすらないこと。
眼の刺激が続く場合：



- 289 - 

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P338 

 

3.2  1, 1A, 1B, 1C  
3.3  1 

3.3  2/2A, 2B 
 

P340 
 

3.1  1, 2, 3, 4  
3.2  1, 1A, 1B, 1C 

3.4  1, 1A, 1B 

3.8  
3 

3.8  
3 

P342  3.4  1, 1A, 1B  
 
P351  3.3  2/2A, 2B  
P352 /…  3.1  1, 2, 3, 4 … /

 
3.2  2 
3.4  1, 1A, 1B 

P353 
 

2.6  1, 2, 3  /

 
P354  3.2  1, 1A, 1B, 1C 

3.3  1 
 
P360 

 
2.13  1  
2.14  1 

P361 
 

2.6  1, 2, 3  
3.1  1, 2, 3 

3.2  1, 1A, 1B, 1C 
P362  3.1  4  

3.2  2 
3.4  1, 1A, 1B 

P363 
 

3.2  1, 1A, 1B, 1C  
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

コンタクトレンズを着用していて容易に

外せる場合は外すこと。その後も洗浄を

続けること。

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい
姿勢で休息させること。

呼吸に関する症状が出た場合：

水で数分間注意深く洗うこと。

多量の水にで洗うこと

接触部位を水〖またはシャワー〗で洗う
こと。

すぐに水で数分間洗うこと。

服を脱ぐ前に、直ちに汚染された衣類及

び皮膚を多量の水で洗うこと。

汚染された衣類を直ちにすべて脱ぐこ

と。

汚染された衣類を脱ぐこと。

汚染された衣類を再使用する場合には洗

濯をすること。



- 290 - 

 
1  

 
2

 
3  

 
4  

 
5  

P364
 

3.1  1, 2, 3, 4  
3.2  2  
3.4  1, 1A, 1B  

 
P370  2.1  1, 2A, 2B, 2C  

2.3  1, 2 
2.4  1 
2.6  1, 2, 3, 4 
2.7  1,2  

2.8  A, B, C, D, E, F 
2.9  1 
2.10  1 

2.12  1, 2, 3 
2.13  1, 2, 3 
2.14  1,2,3 

2.15  A, B, C, D, E, F 
2.17  1, 2, 3 

P371  2.13  1  
2.14  1 

2.17  4 
P372  2.1  1, 2A, 2B  

2.8  A  
2.15  A 

P373 
 

2.1  
1, 2A, 2B 

 

2.8  A  
2.15  A 
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

そして再使用する場合には洗濯をする

こと。

火災の場合：

大火災の場合で大量にある場合：

爆発する危険性あり。

炎が爆発物に届いたら消火活動をしな

いこと。



- 291 - 

  

 
1  

 
2

 
3  

 
4  

 
5  

P375 
 

2.1  2C  
2.8  B  

2.13  1 
2.14  1 

2.15  B 
2.17  1, 2, 3, 4 

P376 
 

2.3  1, 2, 3  
2.4  1 

P377 
 

2.2  
1A 

  
 

A 
B 

1B, 2 
P378 …  2.3  1, 2  

… /
 

 

2.6  1, 2, 3, 4 
2.7  1, 2 

2.8  B, C, D, E, F 
2.9  1 
2.10  1 

2.12
 

1, 2, 3 

2.13  1, 2, 3 
2.14  1, 2, 3 

2.15  B, C, D, E, F 
 

P380  2.1  1, 2A, 2B, 2C  
2.8  A, B 

2.13  1 
2.14  1 

2.15  A, B 
2.17  1, 2, 3, 4 
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(]_) (2) (3) (4) (5) 

爆発の危険性があるため、離れた距離か
ら消火すること。

安全に対処できるならば漏洩を止める
こと。
漏洩ガス火災の場合：漏えいが安全に停
止されない限り消火しないこと。

消火するために。 00を使用すること。

区域より退避させること。



- 292 - 

P301 
+ 

P316 
 

3.1  1, 2, 3 /

 

3.10  1, 2 

P301 
+ 

P317 
 

3.1  4, 5  

P302 
+ 

P317 
 

3.1  5  

P302 
+ 

P334 
 

2.9  1  

P302 
+ 

P352 

/…
 

3.1  1, 2, 3, 4, 5 … /

 
3.2  2 
3.4  1, 1A, 1B 

P304 
+ 

P317 

 3.1  5  

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P381 
  

 

2.2  

1A 

  
  

A 
B 

1B, 2 
2.3  1, 2  

  
P390 

 
2.16  1  

P391  4.1  1  
4.1  1, 2  
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 疇(の5)条件
(]_) (2) (3) (4) 

漏えい した場合、着火源を除去するこ

と。

物的被害を防止するために流出したも

のを吸収すること

漏出物を回収すること。

飲み込んだ場合：すぐに救急の医療処置
を受けること。

飲み込んだ場合：医療処置を受ける こ
と。

皮膚に付着した場合：医療処置を受ける
こと。

皮膚に付着した場合：冷たい水に浸すこ
と〖または湿った包帯で覆うこと〗。

皮膚に付着した場合：多量の水／。00で洗う
こと。

吸入した場合：医療処置を受けること。



- 293 - 

 
 

1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P304 

+ 
P340  

3.1  1, 2, 3, 4  
3.2  1, 1A, 1B, 1C 

3.4  1, 1A, 1B 

3.8  
3 

3.8  
3 

P306 
+ 

P360  

2.13  1  
2.14  1 

P308 
+ 

P316
 3.8  

1, 2 /

 
P332 

+ 
P317  

3.2  2, 3 P333+P317
 

 
P333 

+ 
P317 

 
3.4  1, 1A, 1B 

P336 
+ 

P317  

2.5   

P337 
+ 

P317 
 

3.3  2/2A, 2B  

P342 
+ 

P316 
 

 
3.4  1,1 A, 1B /

 
P361 

+ 
P364 

 
3.1  1, 2, 3  
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

吸入した場合：空気の新鮮な場所に移

し、呼吸しやすい姿勢で休息させるこ

と。

衣類にかかった場合：服を脱ぐ前に、直

ちに汚染された衣類及び皮膚を多量の

水で洗うこと。

ばく露またはその懸念がある場合：すぐ

に救急の医療処置を受けること。

皮膚刺激が生じた場合：医療処置を受け
ること。

皮膚刺激または発疹が生じた場合：医療
処置を受けること。

凍った部分をすぐにぬるま湯でとかす
こと。受傷部はこすらないこと。医療処
置を受けること。
眼の刺激が続く場合：医療処置を受ける
こと。

呼吸に関する症状が出た場合：すぐに救
急の医療処置を受けること。

汚染された衣類を直ちにすべて脱ぎ、再
使用する場合には洗濯をする こと。
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1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P362 
+ 

P364 
 

3.1  4  
3.2  2 
3.4  1, 1A, 1B 

P370 
+ 

P376 
 

2.4  1  

P370 
+ 

P378 

…
 

2.3  1, 2  
… /

 
 

2.6  1, 2, 3, 4 
2.7  1, 2 

2.8  C, D, E, F 
2.9  1 
2.10  1 

2.12
 

1, 2, 3 

2.13  1, 2, 3 
2.14  1, 2, 3 

2.15  C, D, E, F 
P301 

+ 
P330 

+ 
P331 

 
3.2  1, 1A, 1B, 1C  

P302 
+ 

P335 
+ 

P334 
 

2.10  1  
 

2.12
 

1, 2 
 

 
P302 

+ 
P361 

+ 
P354 

 

3.2  1, 1A, 1B, 1C  

P303 
+ 

P361 
+ 

P353  

2.6  1, 2, 3 /
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(:I.) (2) (3) (4) (5) 

汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合

には洗濯をすること。

火災の場合：安全に対処できるならば漏

洩を止めること。

火災の場合：消火するために。 00を使用す

ること。

飲み込んだ場合：口をすすぐこと。無理

に吐かせないこと。

皮膚についた場合：固着していない粒子
を皮膚から払いのけ、冷たい水に浸すこ
と〖または湿った包帯で覆うこと〗。

皮膚についた場合：直ちに汚染された衣
類をすべて脱ぐこと。すぐに水で数分間
洗うこと。

皮膚（または髪）に付着した場合：直ち
に汚染された衣類をすべて脱ぐこと。接
触部位を水〖またはシャワー〗で洗うこ
と。
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1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P305 

+ 
P351 

+ 
P338  

3.3  2/2A, 2B  

P305 
+ 

P354 
+ 

P338  

3.2  1, 1A, 1B, 1C  

3.3  1 

P370 
+ 

P380 
+ 

P375 
 

2.1  2C  

2.17  1, 2, 3 

P371 
+ 

P380 
+ 

P375 
 

2.13  1  

2.14  1 

2.17  4 
P370 

+ 
P372 

+ 
P380 

+ 
P373 

 

2.1  1, 2A, 2B  

2.8  A  
2.15  A 

P370 
+ 

P380 
+ 

P375 
 

P378  

…
 

2.8  B 
 

… /
 2.15  B 
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コード 応急措置注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗

うこと。コンタクトレンズを着用してい

て容易に外せる場合は外すこと。その後

も洗浄を続けること。

眼に入った場合：すぐに水で数分間洗う

こと。コンタクトレンズを着用していて

容易に外せる場合は外すこと。その後も

洗浄を続けること。

火災の場合：区城より退避させ、爆発の

危険性があるため、離れた距離から消火

すること。

大火災の場合で大量にある場合：区域よ

り退避させ、爆発の危険性があるため、

離れた距離から消火すること。

火災の場合：爆発する危険性あり。区域
より退避させること。炎が爆発物に届い
たら消火活動をしないこと。

火災の場合：区域より退避させ、爆発の
危険性があるため、離れた距離から消火
すること。 〖消火するために。 0を使用す
ること。〗
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A3.2.4  
 

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P401 …  2.1  
 

1, 2A, 2B, 2C … /
/ /

/  2.17  1, 2, 3, 4 
P402  2.12  1, 2, 3  
P403 

 
2.2  

1A 

  
 

A 
B 

1B, 2 
2.3  1, 2, 3 

2.4  1 
2.5   

 
 

 
2.6  1, 2, 3, 4 1

 
2.8  A, B, C, D, E, F 

 
2.15  A, B, C, D, E, F 

3.1  1, 2,3  
 

3.8  
3 

3.8  
3 

P404  2.12  1, 2, 3  
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表A3。2.4保管注意書き

コード 保管注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(]_) (2) (3) (4) (5) 

000にしたがって保管すること。

乾燥した場所に保管すること。

換気の良い場所で保管するこ

と。

密閉容器に保管すること。
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1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P405  3.1  1, 2, 3  
3.1  1, 2,3  
3.1  1, 2, 3 

3.2  1, 1A, 1B, 1C 
3.5  1, 1A, 1B, 2 

3.6  1, 1A, 1B, 2 
3.7  1, 1A, 1B, 2 

3.8  1, 2 
3.8  

 
3 

3.8  3 
3.10  1, 2 

P406 /
…  

2.16  1 P234
 

… /
 

P407 
 

2.11  1, 2  
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コード 保管注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (3) (4) (5) 

施錠して保管すること。

耐腐食性／耐腐食性内張りのある

000容器に保管すること。

積荷またはパレッ ト間にすきま

をあけること。
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1  
 

2  
 

3  
 

4  
 

5  
P410  2.3  1, 2, 3 

2.3  1, 2, 3 UN
200 P206

 

2.5   
 
 

UN
200

 

2.11  1, 2 
2.15  A, B, C, D, E, F 

P411 … C  2.8  A, B, C, D, E, F GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 

2.15  A, B, C, D, E, F 

P412 50 C
 

2.3  1, 2, 3 /
 

P413 …kg … C
 

2.11  1, 2 … /
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コード 保管注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件
(1) (2) (8) (4) (5) 

日光から遮断すること。

oooec以下の温度で保管すること。

50°c以上の温度にばく露しないこ

と。

000均g以上の大量品は、 000cc以下の

温度で保管すること。
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1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P420  2.8  
A, B, C, D, E, F 

 

2.11  1,2  
2.13  1  
2.14  1  

2.15  
A, B, C, D, E, F 

 

 
P402 

+ 
P404  

2.12  1, 2, 3  

P403 
+ 

P233 
 

3.1  1, 2, 3 
 

 
3.8  3 
3.8  3 

P403 
+ 

P235  
2.6  1, 2, 3 1

 
P410 

+ 
P403 

 
2.3  1, 2, 3 P410 UN

200 P206

 
2.5   

 
 

P410 UN
200

 
P410 

+ 
P412 

50 C
 

2.3  1, 2, 3 /
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コード 保管注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

隔離して保管すること。

乾燥した場所または密閉容器

に保管すること。

換気の良い場所で保管するこ

と。容器を密閉しておくこと。

換気の良い場所で保管するこ

と。涼しいところに置くこと。

日光から遮断し、換気の良い

場所で保管すること。

日光から遮断し、 50cc以上

の温度にばく露しないこと。
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A3.2.5  

 
1  

 
2  

 
3  

 
4  

 
5  

P501 / …  2.6  1, 2, 3, 4 … / / /
 

/

 

2.8  A, B, C, D, E, F 
2.12  1, 2, 3 

2.13  1, 2, 3 
2.14  1, 2, 3 

2.15  A, B, C, D, E, F 
2.17  1, 2, 3, 4 

3.1  1, 2, 3, 4 
3.1  1, 2, 3, 4 
3.1  1, 2,3  

3.2  1, 1A, 1B, 1C … / / /
 

/

 

3.4  1, 1A, 1B 
3.4  1, 1A, 1B 

3.5  1, 1A, 1B, 2 
3.6  1, 1A, 1B, 2 
3.7  1, 1A, 1B, 2 

3.8  1, 2 

3.8  
3 

3.8  
3 

3.9  1, 2 
3.10  1, 2 

4.1  1, 2, 3 
4.1  1, 2, 3, 4 
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表A3名。5 廃棄注意書き

コード 廃棄注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

内容物／容器を。 00に廃棄すること。
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1  

 
2

 
3  

 
4  

 
5  

P502 4.2  1  

P503 2.1  
 

1, 2A, 2B, 2C … /

/ / /
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コード 廃棄注意書き 危険有害性クラス 危険有害性区分 使用の条件

(1) (2) (3) (4) (5) 

回収またはリサイクルに関する情報につ

いて製造者または供給者に問い合わせ

る。

廃棄回収リサイクルに関する情報につ

いて製造者供給者 に問い合わせる。
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- 302 -
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3 

3  
/  

 

A3.3.1  
 
A3.3.1.1 GHS

A3.2.1.2 A3.2.2.1

A3.2.6
 

 
A3.3.1.2

 
 
A3.3.1.3
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A3o3。ll 序文

附属書 3

第 3節

危険有害性クラス／区分にしたがった注意書きのマトリクス



- 304 - 

 
 2.1 

 
     

1      H209  
      H210  
     H211  
 

 

    

 
P203   

 
 
P210 

 
 
P230 
…  

 
… /  
 
P240 

 
 

 
P250  

/ / /…  
 

… /  
 
P280   

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370+P372+P380+P373   

 
 
 

 
P401 
...  
… /

/ / /  

 
P503 

/ /
/ /…  

… /
/ / /  
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爆発物

（第 2。ll章）

危険有害性区分 シンボル 麦 注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、従う こと。 火災の場合 ：爆発する危険性あり。区域より退 …にしたがって保管する こと。 廃棄／回収lリサイクルに関する情報につい

避させること。炎が爆発物に届いたら消火活動 て製造者／供給者／…に問い合わせる。

をしないこと。
熱、 高温のもの、火花、裸火および他の着火源から遠ざけ

ること。禁煙。

…にて希釈しておくこと。

容器を接地しアースを取ること

粉砕庫i撃／摩擦／。00のような取り扱いをしないこと。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面慮凛：保護具…を着用す

ること。
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 2.1 

     
2A    H209   
2B     H204  
 

 

    

 
P203   

 
 
P210  

 
 
P230 
…  

 
… /  
 
P234 

 
P236  

 
P236 

…  
1   

1  
 

… /  
 

 
P370+P372+P380+P373   

 
 

 
P401 
...  
… /

/ /
/  

 
P503 

/ /
/ /…

 
… /

/ / /
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危険有害性区分 シンボル

占

安全対策

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、従うこと。

熱、高氾のもの、火花、裸火および他の着火源から遠ざけること。禁煙。

0 00にて希釈しておくこと。

他の容器に移し替えないこと。

元の容器のままで保存すること：輸送の構成において区分．口•o

爆発物

（第 2。ll章）

注意喚起語

注意書き

応急措置

火災の場合 ：爆発する危険性あり。

区域より退避させること。炎が爆

発物に届いたら消火活動をしない

こと。

危険有害性情報

保管 廃棄

．o.にしたがって保管すること。 廃棄／回収／リサイクルに関する情報に

ついて製造者／供給者／。。．に問い合わせ

る。



- 306 - 

 
 2.1 

     
2A    H209   
2B     H204  
 

 

    

 
P240 

 
 

 
P250 

/ / /…  
 

… /  
 
P280 

/ / / / …  
/  
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爆発物

（第 20]_章） （ifEき）

危険有害性区分 シンボル

占
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

容器を接地しアースを取ること。

粉砕慮f撃／摩擦／…のような取り扱いをしないこと。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹頃：保護具…を着用する こと。



- 307 - 

 
2.1 

 
     

2C     H204  
 

 

    

 
P210  

 
 
P230 
…  

 
… /  
 
P234 

 
P236  

 
P236 

 …  
1   

1  
 

… /  
 

 
P370+P380+P375 

 
 
 

 
P401 
...  
… /

/ /
/  

 
P503 

/ /
/ /…

 
… /

/ / /
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危険有害性区分 シンボル

,. 
爆発物

（第 2。ll章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源から遠ざけること。禁煙。 火災の場合：区域より退避させ、 ．o.にしたがって保管する こと。 廃棄／回収／リサイクルに関する情報に

爆発の危険性があるため、離れた ついて製造者／供給者／。。．に問い合わせ

距離から消火すること。 る。
…にて湿らせておくこと。

他の容器に移し替えないこと。

元の容器のままで保存すること ：輸送の構成において区分。 ooo
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2.1 

 
     

2C     H204  
 

 

    

 
P240 

 
 

 
P250 

/ / /…  
 

… /  
 
P280 

/ / / / …  
/  
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危険有害性区分 シンボル

,. 
爆発物

（第 20]_ 章） （ifEき）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

容器を接地しアースを取ること。

粉砕f/l!l撃／摩擦l。00のような取り扱いをしないこと。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹頃：保護具…を着用すること。
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 2.2 

 
 

     
1A       H220   
1B    H221  
2   H221  
 

 

    

  
P210  

 
 
 

 
P377 

 

 
 
P381 

 
 

 
P403 
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可燃性ガス

（第 29章）

危険有害性区分 シンボル

汎―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の培火源 漏洩ガス火災の場合 ： 換気の良い場所で保管すること。

から遠ざけること。禁煙。 漏洩が安全に停止されない限り消火しないこ

と。

漏えいした場合、着火源を除去すること。
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 2.2  

 
 
 

     
1A      H220   
     H232  
 
 

 

    

 
P210  

 
 
P222  

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 
 

 
P377 

 

 
 
P381 

 
 

 
P403 

 

 

 
 

 
A B   
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可燃性ガス

（第 29章）

（自然発火性ガス）

危険有害性区分 シンボル

贔―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 漏洩ガス火災の場合： 換気の良い場所で保管すること。

から遠ざけること。禁煙。 漏洩が安全に停止されない限り消火しないこ

と。

空気に接触させないこと。

漏えいした場合、着火源を除去する こと。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面鷹遭：保護具。00

を着用する こと。

注記： この衰は、可燃性および肖然発先性ガスに闊連する注意害きのみ示している。化学的不妥定性に基づいて劉り当てられた勉の注意薯きについては、化学的に不妥定なガスの

Aおよび3に嬰する衰を参照のこと。
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 2.2  

 
 
 

     
1A A     H220   
     H230  
 
1A B      H220   
     H231  /  
        
 

 

    

 
P203   

 
 
P210  

 
 

 
P377 

 

 
 
P381 

 
 

 
P403 
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可燃性ガス

（第 29章）

（化学的に不安定なガス）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

晶―

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、 漏洩ガス火災の場合： 換気の良い場所で保管すること。
従う こと。 漏洩が安全に停止されない限り消火しないこ

と。

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源
から遠ざけること。禁煙。 漏えいした場合、着火諒を除去すること。

注記：この表は、可燃性および化学的に不安定なガスに腐速する注意薯きのみ示している。旦然発水性に基づいて劉り当てられた勉の注意警きについては、g然発次性ガスに閤する

衰を参照のこと。



 

- 312 - 

 
 2.3 2.3.1

 
 

     
1     H222   
     H229  
2     H223   
     H229  
 

 

    

 
P210  

 
 
P211 

 
 
P251 

 
 

  
P410 + P412 

50 ºC
 

/
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エアゾール

（第 2.3章、 2.3.ll)

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

贔―
注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 H光から遮断し、50℃以上の温度にばく露しな

から遠ざけること。禁煙。 いこと。

裸火または他の着火源に噴霧しないこと。

使用後も含め、穴をあけたり燃やしたりしない

こと。
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 2.3 2.3.1

 
 

     
3     H229   
 

 

    

 
P210  

 
 
P251 

 
 

  
P410 + P412 

50 ºC
 

/
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エアゾール

（第 2.3章、 2.3.ll)

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 日光から遮断し、 50℃以上の温度にばく露しな

から遠ざけるこ と。禁煙。 いこと。

使用後も含め、穴をあけたり燃やしたりしない

こと。
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 2.3 2.3.2

 
 

     
1     H282   
           
2     H283   
     
 

 

    

 
P210  

 
 
P211 

 
 
 
 

 
P381 

 
 
P376 

 
 
P370+P378 

…  
 

… /
 

 

 
P410 + P403 

 
 
P410 UN

200 P206
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加圧下化学品

（第 2.3章、 2。3.2)

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

ft, 
注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 漏洩した場合、着火源を除去すること。 日光から遮断し、 喚起の良い場所で保管するこ

から遠ざけること。禁煙。 と。

安全に対処できるなら漏洩を止める こと。

裸火または他の着火源に噴霧しないこと。

火災の場合 ：消火するために。．を使用すること。

…製造者／供給者または所管官庁が指定する適当

な手段
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 2.3 2.3.2

 
 

     
3    H284  
         
 

 

    

 
P210  

 
 
 
 
 

 
P376 

 
 
 

 
P410 + P403 

 
 
P410 UN

200 P206
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加圧下化学品

（第 2,3章、 232)

危険有害性区分 シンボル ， 注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 安全に対処できるなら漏洩を止める こと。 日光から遮断し、喚起の良い場所で保管する こ

から遠ざけること。禁煙。 と。
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 2.4 

 
 

     
1     H270   
 
 

 

    

 
P220 

 
 
P244 

 
 

 
P370 + P376 

 
 

 
P403 
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酸化性ガス

（第 24章）

危険有害性区分 シンボル 幽
〗

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

衣類および可燃物から遠ざける こと。 火災の場合 ：安全に対処できるならば漏洩を止 換気の良い場所で保管する こと。

める こと。

バルプや付属品にはグリースおよび油を使用し

ないこと。
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 2.5 

 
 

     
    H280   
    H280   
    H280   

 

 

    

 
 

  
P410 + P403 

 
 
P410 UN 200
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高圧ガス

（第 2.5章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報， 
注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

日光から遮断し、換気の良い場所で保管するこ

と。
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 2.5 

 
 

     
    H281   

 
 

 

    

 
P282 

 
 

 
P336+P317 

 
 

 
P403 
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高圧ガス

（第 2.5章）

危険有害性区分 シンボル ， 注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

耐寒手袋および保護面または保護眼鏡を着用す 凍った部分をすぐにぬるま湯でとかすこと。受 換気の良い場所で保管する こと。

ること。 傷部はこすらないこと。医療処置を受けること。
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 2.6 

 
     

1     H224   
2     H225   
3     H226   
 

 

    

 
P210  

 
P233 

 
 

P240 
 

 
P241 

/ / /…  
 

 

 
P242 

 

0.1mJ  
P243 

 
 

 
P280 

/ / / / /…  
/  

 

 
P303 + P361 + P353 

 
/

 
 
P370 + P378 

...
 

 
… /

 
 
 
 
 

 
P403 + P235 

 
1

 
  

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

贔―

引火性液体

（第 2,6章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源から遠ざけること。禁煙。 皮膚（または髪）に付着した場合：直ちに汚 換気の良い場所で保管する こと。涼 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

染された衣類をすべて脱ぐこと。接触部位を しいと ころに置く こと。
容器を密閉しておくこと。 流水〖またはシャワー〗で洗うこと。

容器を接地しアースを取ること。

防爆型の〖電気陪と気l照明／。。』機器を使用する こ と。 火災の場合 ：消火するために…を使用する こ

と

火花を発生させない工具を使用すること。

静電気放電に対する予防措置を講ずること。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面慮凛：保護具l…を着用すること。
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 2.6 

 
 

     
4     H227   
 

 

    

 
P210 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 
 

 
P403  

 
1

 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源

から遠ざけること。禁煙。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面慮漢：保護具．．。

を着用すること。

応急措置

引火性液体

（第 2,6章）

注意喚起語

注意書き

保管

火災の場合：消火するために．．を使用する こと。 換気の良い場所で保管する こと。

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．o.に廃棄すること。



 

- 321 - 

 
 2.7 

 
 

     
1     H228   
2     H228   
 
 

 

    

 
P210  

 
 
P240 

 
 

 
P241 

/ / /…
 

 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P378 

...  
 

… /
. 
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可燃性固体

（第 2,7章）

危険有害性区分 シンボル

れ―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合 ：消火するために…を使用すること。

から遠ざける こと。一禁煙。

容器を接地しアースを取ること。

防爆型の〖電気／換気／照明／。。』機器を使用する こ

と。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面慮凛：保護具．。。

を着用すること。
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 2.8 

 
 

     
 A    H240   

 
 

 

    

 
P210  

 
. 
P234 

 
 
P235 

 
P411

 
 
P240 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P372 + P380 + P373   

 
 
 
 
 
 

 
P403 

 

 
 
P411 
…  

GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 
 
P420 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源

から遠ざける こと。禁煙。

他の容器に移し替えないこ と。

涼しいところに置く こと。

容器を接地しアースを取ること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹i覚保護具。00

を着用すること。

ょ
応急措置

自己反応性物質および化学品

（第 28章）

注意喚起語

注意書き

保管

火災の場合 ：爆発する危険性あり。区域より退 換気の良い場所で保管する こと。

避させること。炎が爆発物に届いたら消火活動

をしないこと。

0 0．℃以下の温度で保管すること。

隔離して保管すること。

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄する こと。



 

- 323 - 
 

 
 2.8  

 
 

     
 B    H241   

  
 
 

 

    

 
P210  

 
. 
P234 

 
 
P235 

 
P411

 
 
P240 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P380 P375 +P378  

…  

 
… /

 
 
 
 
 
 

 
P403 

 

 
 
P411 
…  

GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 
 
P420 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/

 
 
 

 
 

- 323 -

危険有害性区分 シンボル

安全対策

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源
から遠ざけること。禁煙。

他の容器に移し替えないこと。

涼しいと ころに置く こと。

容器を接地しアースを取ること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹頃：保護具。。。

を着用すること。

ょ 也

応急措置

自己反応性物質および化学品

（第 28章）

注意喚起語

注意書き

保管

火災の場合 ：区域より退避させ、 爆発の危険性 換気の良い場所で保管すること。

があるため、離れた距離から消火すること。〖消
火するために…を使用すること。〗

000℃以下の温度で保管すること。

隔離して保管すること。

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄すること。
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 2.8  

 
 

     
 C     H242   
 D     H242   
 E     H242   
 F     H242   

 

 

    

 
P210  

 
. 
P234 

 
 
P235 

 
P411

 
 
P240 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 
 
 

 
P403 

 

 
 
P411 
…  

GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 
 
P420 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/

 
 
 

 

- 324 -

自己反応性物質および化学品

（第 28章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

晶）一
注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合 ：消火するために．o.を使用すること。 換気の良い場所で保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

から遠ざける こと。禁煙。

他の容器に移し替えないこと。

…℃以下の温度で保管する こと。
涼しいと ころに置く こと。

容器を接地しアースを取ること。

隔離して保管すること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面隠頃：保護具． O•

を着用する こと。
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 2.9  

 
 

     
1     H250   
 
 

 

    

 
P210  

 
 
P222 

 

 
 
P231 

/…  
… /

 
 
P233 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P302 + P334 

 
 
P370 + P378 

...  
 

… /
. 
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自然発火性液体

（第 2.9章）

危険有害性区分 シンボル

晶―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 皮膚に付着した場合：冷たい水に浸すこ と〖ま
から遠ざけること。禁煙。 たは湿った包帯で覆う こ と〗。

空気に接触させないこと。 火災の場合 ：消火するために．．．を使用すること。

不活性ガス／…下で取扱い、保管すること。

容器を密閉しておくこと。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹i覚保護具。00

を着用すること。
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 2.10  

 
 

     
1     H250   
 
 

 

    

 
P210  

 
 
P222 

 

 
 
P231 

/…  
… /

 
 
P233 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P302+P335+P334 

 
 
P370 + P378 

...  
 

… /
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自然発火性固体

（第 2。II[)章）

危険有害性区分 シンボル

贔―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 皮膚についた場合 ：固着していない粒子を皮膚

から遠ざけること。禁煙。 から払いのけ、冷たい水に浸すことまたは湿っ

た包帯で覆うこと。

空気に接触させないこと。

火災の場合 ：消火するために．，．を使用すること。

不活性ガス／…下で取扱い、保管すること。

容器を密閉しておくこと。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹i覚保護具。00

を着用すること。
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 2.11  

 
 

     
1     H251   
2     H252   
 

 

    

 
P235  

 
P413

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

  
P407 

 
 
P410 

 
 
P413 
…kg …°C

 
… /

 
 
P420 
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自己発熱性物質および化学品

（第 2』1章）

危険有害性区分 シンボル

贔―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

涼しい所に置く こと。 積荷またはパレッ ト間にすきまをあける こと。

日光から遮断すること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡l保護面鷹｛覚保護具。0 0

を着用すること。 ... kg以上の大量品は、 0 0 .° C 以下の温度で保管す

ること。

隔蛭して保管すること。
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 2.12 

 
 

     
1     H260  
                 
2     H261   
 

 

    

 
P223 

 

 
 
P231+P232 

/…
 

 
…

/
 

 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P302+P335+P334 

 
 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 
 

 
P402 + P404 

 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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水反応可燃性物質およぴ化学品

（第 2』2章）

危険有害性区分 シンボル

贔―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

水と接触させないこと。 皮膚についた場合 ：固着していない粒子を皮膚 乾燥した場所または密閉容器に保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

から払いのけ、冷たい水に浸すこと。

火災の場合 ：消火するために…を使用する こと。

湿気を遮断し、不活性ガス／．．．下で取り扱い保管

する こと。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡／保護面應頃：保護具．．。

を着用すること。
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 2.12  

 
 

     
3     H261   
 
 

 

    

 
P231+P232 

/…
 

 
…

/
 

 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 
 

 
P402 + P404 

 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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水反応可燃性物質およぴ化学品

（第 2』2章）

危険有害性区分 シンボル

晶―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

湿気を遮断し、不活性ガス／…下で取り扱い保管 火災の場合 ：消火するために…を使用する こと。 乾燥した場所または密閉された容器中で保管す 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

する こと。 ること。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面慮境；保護具。。。

を着用する こと。
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 2.13 

 
 

     
1     H271   
 
 

 

    

 
P210  

 
 
P220 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 
P283 

 
 

 
P306 + P360 

 
 
P371 + P380 + P375 

 
 
P370 + P378 

..  
 

… /
 

 

 
P420 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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酸化性液体

（第 2』3章）

危険有害性区分 シンボル 幽
〗

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 衣類にかかった場合：服を脱ぐ前に、直ちに汚 隔離して保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

から遠ざけること。禁煙。 染された衣類および皮膚を多星の水で洗うこ

と。

衣類および可燃物から遠ざけること。

大火災の場合で大量にある場合 ：区域より退避

させ、爆発の危険性があるため、離れた距離か
保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面隠i覚保護具。00 ら消火すること。
を着用すること。

火災の場合：消火するために．を使用すること。

防火服または防炎服を着用する こと。
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 2.13  

 
 

     
2     H272   
3     H272   
 

 

    

 
P210  

 
 
P220 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 
 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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酸化性液体

（第 2』3章）

危険有害性区分 シンボル

幽）一
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合 ：消火するために…を使用する こと。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

から遠ざける こと。禁煙

衣類および可燃物から遠ざける こと。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面慮凛：保護具． O•
を着用すること。
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 2.14  

 
 

     
1     H271   
 
 

 

    

 
P210  

 
 
P220 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 
P283 

 
 

 
P306 + P360 

 
 
P371 + P380 + P375 

 
 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 

 
P420 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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酸化性固体

（第 2』4章）

危険有害性区分 シンボル

幽）一
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 衣類にかかった場合 ：服を脱ぐ前に、直ちに汚 隔離して保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

から遠ざける こと。禁煙。 染された衣類および皮膚を多星の水で洗うこ

と。

衣類および可燃物から遠ざける こと。

大火災の場合で大量にある場合 ：区域よ り退避

させ、爆発の危険性があるため、離れた距離か
保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面隠i覚保護具。0 0 ら消火すること。
を着用すること。

火災の場合：消火するために．．を使用する こと。

防火服または防炎服を着用する こと。
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 2.14  

 
 

     
2     H272   
3     H272   
 

 

    

 
P210  

 
 
P220 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P378 

...  
 

… /
 

 
 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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酸化性固体

（第 2』4章）

危険有害性区分 シンボル

幽）一
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合 ：消火するために…を使用する こと。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

から遠ざける こと。禁煙。

衣類および可燃物から遠ざける こと。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面慮凛：保護具． O•
を着用すること。
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 2.15 

 
 

     
 A    H240   

 
 

 

    

 
P210  

 
 
P234 

 
 
P235 

 
P411

 
 
P240 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370+P372+P380+P373   

 
 

 
P403 

 

 
 
P410 

 
 
P411 
…  

GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 
 
P420 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源

から遠ざける こと。禁煙。

他の容器に移し替えないこ と。

涼しいところに置く こと。

容器を接地しアースを取ること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面鷹i覚保護具。00

を着用する こと。

ょ
応急措置

有機過酸化物

（第 2』5章）

注意喚起語

注意書き

保管

火災の場合 ：爆発する危険性あり。区域より退 換気の良い場所で保管する こと。

避させること。炎が爆発物に届いたら消火活動

をしないこと。

日光から遮断すること。

● 0．℃以下の温度で保管すること。

隔離して保管すること。

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄する こと。
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 2.15  

 
 

     
 B    H241   

  
 

 

    

 
P210  

 
 
P234 

 
 
P235 

 
P411

 
 
P240 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370 + P380 P375 +P378  

…  

 
… /

 
 

 
P403 

 

 
 
P410 

 
 
P411 
…  

GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 
 
P420 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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有機過酸化物

（第 2』5章）

危険有害性区分 シンボル

贔―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合 ：区域より退避させ、爆発の危険性 換気の良い場所で保管する こと。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

から遠ざける こと。禁煙 があるため、離れた距離から消火すること。〖消

火するために…を使用する こ と。〗

他の容器に移し替えないこと。

日光から遮断すること。
涼しいところに置くこと。

● 0．℃以下の温度で保管すること。

容器を接地しアースを取ること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面Iii覚保護具。00 隔離して保管すること。
を着用する こと。



 

- 336 - 
 

 
 2.15  

 
 

     
 C     H242   
 D     H242   
 E     H242   
 F     H242   

 

 

    

 
P210  

 
 
P234 

 
 
P235 

 
P411

 
 
P240 

 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370+P378 

…  
 

… /
 

 

 
P403 

 

 
 
P410 

 
 
P411 
…  

GHS2.8.2.3
2.15.2.3

 
… /

 
 
P420 

 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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有機過酸化物

（第 2』5章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

贔―
注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合 ：消火するために。0を使用すること。 換気の良い場所で保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

から遠ざける こと。禁煙。

他の容器に移し替えないこと。

日光から遮断すること。
涼しいと ころに置く こと。

000℃以下の温度で保管すること。

容器を接地しアースを取ること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面隠頃：保護具． O• 隔離して保管すること。
を着用する こと。
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 2.16 

 
 

     
1     H290   
 

 

    

 
P234 

 
 

 
P390 

 

 
P406 

/ …
 

P234  
… /
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

他の容器に移し替えないこと。

五ミ

応急措置

金属腐食性

（第 2』6章）

注意喚起語

注意書き

危険有害性情報

保管

物的被害を防止するためにも流出したものを吸 配腐食性盾鷹食性内張りのある．．．容器に保管す

収すること。 ること。

廃棄
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 2.17 

 
     

1     H206   
                                 
2     H207   
                                 
3     H207   
            
 

 

    

 
P210  

 
 
P212 

 
 
P230 
…  
… /

 
 
P233 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P370+P380+P375   

 
 
 
 
 
 
 
 

 
P401 
...  
… /

/ / /  

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

鈍性化爆発物

（第 2』7章）

注意喚起語 危険有害性情報

贔―
注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高渥のもの、火花、裸火および他の着火源 火災の場合：区域より退避させ、爆発の危険性 ．．．にしたがって保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

から遠ざけること。禁煙。 があるため、離れた距難から消火すること。

密閉状態での加熱または鈍性化剤の減少を避け

る

00．にて希釈しておくこと。

容器を密閉しておくこと。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡l保護面慮凛：保護具． O•

を着用すること。
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 2.17 

 
 

     
4     H208   
     
 

 

    

 
P210  

 
 
P212 

 
 
P230 
…  
… /

 
 
P233 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P371+P380+P375   

 
 
 
 
 
 
 
 

 
P401 
...  
… /

/ / /  

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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鈍性化爆発物

（第 2』7章）

危険有害性区分 シンボル

贔―
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源 大火災の場合で大星にある場合 ：区域より退避 …にしたがって保管する こと。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

から遠ざける こと。禁煙。 させ、爆発の危険性があるため、離れた距離か

ら消火すること。

密閉状態での加熱または鈍性化剤の減少を避け

る

000にて希釈しておくこと。

容器を密閉しておくこと。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡l保護面陳頃：保護具。00

を着用すること。
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 3.1  

 
      

1     H300   
2      H300   
3   H301   
  

 

    

 
P264  

…  
/

 
 
P270 

 
 

 
P301 + P316 

 
/

 
 
P321 

  ( ...
) 

 
…  
 
P330 

 
 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

取扱後は手 〖および。。』をよく洗うこと。

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をし

ないこと。

蛉

応急措置

急性毒性（経口）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

保管

飲み込んだ場合 ：すぐに救急の医療処置を受け 施錠して保管すること。

ること。

特別な処置が必要である。 （このラベルの…を
参照）

口をすすぐこと

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄する こと。
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 3.1 

 
 

     
4     H302   
 
 

 

    

 
P264  

…  
/

 
 
P270 

 
 

 
P301 + P317 

 
 
P330 

 
 

  
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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急性毒性（経口）

（第 3。ll章）

危険有害性区分 シンボル

,. 
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

取扱後は手〖および． ．』をよく洗うこと。 飲み込んだ場合 ：医療処置を受けること。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

口をすすぐこと。

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をし

ないこと。
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 3.1 

 
 

     
5     H303   
 

 

    

 P301 + P317 
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危険有害性区分 シンボル

安全対策 応急措置

急性毒性（経口）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

飲み込んだ場合 ：医療処置を受けること。

危険有害性情報

保管 廃棄
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 3.1 

 
 

     
1     H310   
2     H310   

 

 

    

 
P262 

 
 
P264  

…  
/

 
 
P270 

 
 
P280 

/  
/

 
 
 
 

 
P302 + P352 

/…  
… /

 
 
P316 

 
/

 
 
P321 

…
 

 
…  
 
P361+ P364 

 
 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

眼、皮膚、または衣類に付けないこと。

取扱後は手〖および．．』をよく洗う こ と。

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をし

ないこと。

保護手袋／保護衣を着用する こと。

箪

応急措置

急性毒性（経皮）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

保管

皮膚に付着した場合：多量の水l．．．で洗うこと。 施錠して保管すること。

すぐに救急の医療処置を受けること。

特別な処置が必要である（このラベルの。00を参

照）。

汚染された衣類を直ちにすべて脱ぎ、再使用す

る場合には洗濯をすること。

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄する こと。
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 3.1  

 
 

     
3     H311   
 
 

 

    

 
P280 

/  
/

 
 

 
P302 + P352 

/…  
… /

 
 
P316 

 
/

 
 
P321 

…
 

 
…  
 
P361+ P364 

 
 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

保護手袋／保護衣を着用する こと。

筑

応急措置

急性毒性（経皮）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

保管

皮膚に付着した場合 ：多量の水l．．．で洗う こと。 施錠して保管すること。

すぐに救急の医療処置を受けること。

特別な処置が必要である （このラベルの。00を参

照）。

汚染された衣類を直ちにすべて脱ぎ、再使用す

る場合には洗濯をする こと。

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄する こと。
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 3.1  

 
     

4     H312   
 
 

 

    

 
P280 

/  
/

 

 
P302 + P352 

/…  
… /

 
 
P317 

 
 
P321 

…
 

 
…  
 
P362+ P364 

 
 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

,. 
急性毒性（経皮）

（第 3。ll章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

保護手袋／保護衣を着用する こと。 皮箔に付着した場合：多量の水に で洗うこと。 内容物／容器を．o.に廃棄すること。

医療処置を受ける こと。

特別な処置が必要である（このラベルの…を見

よ）。

汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗

濯をすること。
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 3.1  

 
     

5     H313   
 

 

    

  
P302+P317 
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危険有害性区分 シンボル

安全対策 応急措置

急性毒性（経皮）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

皮膚に付着した場合：医療処置を受けること。

危険有害性情報

保管 廃棄
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 3.1  

 
     

1     H330   
2     H330   
 
 

 

    

 
P260 

/ / / / /
 

/
 

 
P271 

 
 
P284 

 

 
/

 

 
P304 + P340 

 
 
P316 

 
/

 
 
P320 

 (
… ) 

 
…  
 
 
 

 
P403 + P233 

 

 
 
P405 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

粉じん／煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーを吸入しな

いこと。

屋外または換気の良い場所でのみ使用するこ

と。

〖換気が不十分な場合〗呼吸用保護具を着用す

ること。

箪

応急措置

急性毒性 （吸入）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

危険有害性情報

保管 廃棄

吸入した場合 ：空気の新鮮な場所に移し、呼吸 換気の良いと ころで保管すること。容器を密閉 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

しやすい姿勢で休息させる こと。 しておく こと。

すぐに救急の医療処置を受ける こと。

施錠して保管すること。

特別な処置が緊急に必要である（このラベルの

000を参照）
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 3.1  

 
     

3     H331   
 
 

 

    

 
P261 

/ / / / /
 

P260
 

/
 

 
P271 

 
 
 
 

 
P304 + P340 

 
 
P316 

 
/

 
 
P321 

 ( ...
) 

 
…  
 

 
P403 + P233 

 

 
 
P405 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

粉じん／煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーの吸入を避

けること。

屋外または換気の良い場所でのみ使用する こ

と。

蛤

応急措置

急性毒性 （吸入）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

危険有害性情報

保管 廃棄

吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸 換気の良いところで保管すること。容器を密閉 内容物／容器を．o.に廃棄する こと。

しやすい姿勢で休息させること。 しておくこ と。

すぐに救急の医療処置を受けること。

施錠して保管すること。

特別な処置が必要である。 （このラベルの．．．を参

照）
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 3.1  

 
     

4     H332   
 
 

 

    

 
P261 

/ / / / /
 

P260
 
/

 
 
P271 

 
 

 
P304 + P340 

 
 
P317 
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危険有害性区分 シンボル

,. 
急性毒性（吸入）

（第 3。ll章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じん／煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーの吸入を避 吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸

けること。 しやすい姿勢で休息させること。

医療処置を受けること。

屋外または換気の良い場所でのみ使用する こ

と。
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 3.1  

 
     

5     H333   
 

 

    

 
 

 
P304 + P317 
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危険有害性区分 シンボル

安全対策 応急措置

吸入した場合 ：医療処置を受けること。

急性毒性（吸入）

（第 3。ll章）

注意喚起語

注意書き

危険有害性情報

保管 廃棄
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/  
 3.2 

 
     

1, 1A 1C     H314   
 

 

    

 
P260 

 

 
 
P264  

…  
/

 
 
P280 

/ / /
 

/
 

 
P301+ P330 + P331 

 
 
P302+ P361 + P354 

 
 
P363 

 
 
P304 + P340 

 
 
P316 

 
/

 
 
P321 

( ... )  
…  

/
 

 
P305 + P354 + P338 

 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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皮膚腐食性／刺激性

（第 39章）

危険有害性区分 シンボル デ ー一 、

ュ と
注意喚起語

注意書き

安全対策 応急措置

粉じんまたはミス トを吸入しないこ と。 飲み込んだ場合： 口をすすぐこと。無理に吐かせないこ と。

皮膚に付着した場合 ：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐ

こと。すぐに水で数分間洗うこと。

取扱後は手 〖および． ． ．〗を よ く 洗 う こ と。

汚染した衣類を再使用する場合には洗濯すること。

吸入した場合： 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿

保護手袋／保護衣l保護眼鏡l保護面を着用するこ
勢で休息させる こと。

と。

すぐに救急の医療処置を受ける こと。

特別な処置が必要である（このラベルの．．．を参照）。

眼に入った場合 ：すぐに水で数分間洗うこと。 コンタク ト

レンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。その

後も洗浄を続ける こと。

危険有害性情報

保管 廃棄

施錠して保管する こと。 内容物／容器を…に廃棄する こと。
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/  
 3.2 

 
     

2     H315   
 
 

 

    

 
P264 

…  
/

 
 
P280 
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P302 + P352 
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… /
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P332 + P317 

 
P333+P317

 
 
P362+P364 
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危険有害性区分 シンボル

,. 
皮膚腐食性／刺激性

（第 39章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

取扱後は手〖および。 ．』をよく洗う こ と。 皮箔についた場合 ：多量の水／。0 .で洗う こと。

保護手袋を着用すること。 特別な処置が必要である（このラベルの．．．を参

照）。

皮帯刺激が生じた場合 ：医療処置を受けること。

汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗

濯をする こと。
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/  
 3.2 

 
     

3     H316   
 

 

    

 
 

 
P332 + P317 

 
P333+P317
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危険有害性区分 シンボル

安全対策 応急措置

皮膚腐食性／刺激性

（第 39章）

注意喚起語

注意書き

皮膚刺激が生じた場合：医療処置を受けること。

危険有害性情報

保管 廃棄
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/  
 3.3 

 
 

     
1     H318   
 
 

 

    

 
P264 + P265 

…
 

/

 
 
P280 

/  
/  

/
 

 

 
P305 + P354 + P338 

 
 
P317 
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

取扱後は手 〖および． ．』をよく洗う こ と。眼に
は触らないこと。

保護眼鏡／保護面を着用すること。

応急措置

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

（第 3.3章）

注意喚起語

注意書き

眼に入った場合 ：すぐに水で数分間洗うこと。
コンタクトレンズを着用していて容易に外せる

場合は外すこと。その後も洗浄を続ける こと。

医療処置を受けること。

危険有害性情報

保管 廃棄
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/  
 3.3 

 
     

2/2A     H319   
 
 

 

    

 
P264 + P265 

…
 

/

 
 
P280 

/  
/

 
 

 
P305 + P351 + P338 

 
 
P337 + P317 
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危険有害性区分 シンボル

,. 
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

（第 3.3章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

取扱後は手〖および。 ．』をよく洗う こ と。眼に 眼に入った場合 ：水で数分間注意深く洗うこと。

は触らないこと。 次に、コンタク トレンズを着用していて容易に

外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続ける

こと。

眼の刺激が続く場合 ：医療処置を受けること。

保護眼鏡／保護面を着用する こと。



 

- 356 - 
 

/  
 3.3 

 
 

     
2B     H320   
 

 

    

 
P264 + P265 

…
 

/

 

 
P305 + P351 + P338 

 
 
P337 + P317 
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危険有害性区分 シンボル

安全対策

取扱後は手〖および。 ．』をよく洗う こ と。眼に
は触らないこと。

応急措置

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

（第 3.3章）

注意喚起語

注意書き

眼に入った場合 ：水で数分間注意深く洗うこと。

次に、コンタク トレンズを着用していて容易に

外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続ける

こと。

眼の刺激が続く場合 ：医療処置を受けること。

危険有害性情報

保管 廃棄
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 3.4 

 
  

      
1, 1A, 1B    H334   
      
 
 

 

    

 
P261 

/ / / / /
 

P260
 
/

 
 
P284 

 

 
/

 
 
 
 

 
P304 + P340 

 
 
P342 + P316 

 
/

 
 
 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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呼吸器感作性

（第 34章）

危険有害性区分 シンボル

＆
 

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じんl煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーの吸入を避 吸入した場合 ：空気の新鮮な場所に移し、呼吸 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

けること。 しやすい姿勢で休息させること。

呼吸に関する症状が出た場合：すぐに救急の医

療処置を受けること。

〖換気が不十分な場合〗呼吸用保護具を着用す

ること。
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 3.4 

 
     

1, 1A, 1B     H317   
 
 

 

    

 
P261 

/ / / / /
 

P260
 
/

 
 
P272 

 
 
P280 

 
/

 

 
P302 + P352 

/…  
… /

 
 
P333 + P317 

 
 
P321 

( ...
)  

…  
/

 
 
P362+P364 

 
 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

,. 
皮膚感作性

（第 34章）

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じん／煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーの吸入を避 皮箔についた場合 ：多量の水／。0 .で洗う こと。 内容物／容器を．o.に廃棄すること。

けること。

皮帯刺激または発疹が生じた場合 ：医療処置を

受ける こと。

汚染された作業衣は作業場から出さないこと。

特別な処置が必要である（このラベルの…を参

保護手袋を着用する こと。 照）。

汚染された衣類を脱ぎ、 再使用する場合には洗

濯をする こと。
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 3.5 

 
 

      
1,1A,1B    H340   <...> 
2    H341   <…> 
 
     <...>  
      
 

 

    

 
P203 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P318  

 
 

 
P405 

 
 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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生殖細胞変異原性

（第 3.5章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、 ばく露またはその懸念がある場合は、医学的助 施錠して保管するこ と。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

従うこと。 言を求めること。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡／保護面隠凛：保護具。00

を着用すること。
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 3.6 

 
 

      
1,1A,1B    H350   <...> 
2    H351   < …> 
 
     <...>  
      
 

 

    

 
P203 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P318  

 
 
 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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発がん性

（第 3.6章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、 ばく露またはその懸念がある場合は、医学的助 施錠して保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

従 うこと。 言を求めること。

保護手袋／保護衣l保護眼鏡／保護面隠凛：保護具。00

を着用すること。
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 3.7 

 
 

      
1,1A,1B    H360   <...>  
     <<...>> 
2    H361    
     <...> <<...>> 
 
     <...>  
     <<...>>  
      
      

 

    

 
P203 

 
 
P280 

/ / / / …
 

/
 

 

 
P318  

 
 
 
 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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生殖毒性

（第 37章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、 ばく露またはその懸念がある場合は、医学的助 施錠して保管する こと。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

従う こと。 言を求めること。

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面陳i覚保護具。0 0

を着用すること。
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 3.7 

 
 

      
( )    H362   
 

 

    

 
P203 

 
 
P260 

/  

 
 
P263 

 
 
P264  

…  
/

 
 
P270 

 
 

 
P318  
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生殖毒性

（第 37章）

（授乳に対するまたは授乳を介した影響）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

使用前にすべての安全説明書を入手し、読み、 ばく露またはその懸念がある場合は、医学的助

従うこと。 言を求める こと。

粉じん／ミストを吸入しないこと。

妊娠中および授乳期中は接触を避けること。

取扱後は手〖および。。』をよく洗 う こと 。

この製品を使用する時に、 飲食または喫煙をし

ないこと。
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 3.8 

 
 

      
1    H370   <...> <<...>> 
  
     <...>  
      
             <<...>>  

     
     

 

 

    

 
P260 

/ / / / /
 

/
 

 
P264  

…  
/

 
 
P270 

 
 

 
P308 + P316 

 
/

 
 
P321 

( ...
)  

 
…  

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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特定標的臓器毒性（単回ばく露）

（第 38章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じん／煙／ガスlミス ト／蒸気／スプレーを吸入しな ばく露またはその懸念がある場合：すぐに救急 施錠して保管するこ と。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

いこと。 の医療処置を受ける こと。

取扱後は手 〖および。。』をよく洗うこと 。

特別な処置が必要である（このラベルの．．．を参

照）。

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をし

ないこと
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 3.8  

 
 

      
2    H371   <...> <<...>> 
 
    <...>  
      
             <<...>>  
      
      
 

 

    

 
P260 

/ / / / /
 

/
 

 
P264  

…  
/

 
 
P270 

 
P308 + P316 

 
/

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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特定標的臓器毒性（単回ばく露）

（第 38章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じん／煙／ガスlミス ト／蒸気／スプレーを吸入しな ばく露またはその懸念がある場合：すぐに救急 施錠して保管するこ と。 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

いこと。 の医療処置を受ける こと。

取扱後は手 〖および。。』をよく洗うこと 。

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をし

ないこと
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 3.8  

 
 

      
3     H335   
     H336   
 

 

    

 
P261 

/ / / / /
 

P260
 
/

 
 
P271 

 
 

 
P304 + P340 

 
 
P319 

 
 
 

 
P403 + P233 

 

 
 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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特定標的臓器毒性（単回ばく露）

（第 38章）

危険有害性区分 シンボル

,. 
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じん／煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーの吸入を避 吸入した場合 ：空気の新鮮な場所に移し、呼吸 換気の良いと ころで保管すること。容器を密閉 内容物／容器を．．．に廃棄する こと。

ける こと。 しやすい姿勢で休息させる こと。 しておく こと。

気分が悪い時は、 診察を受ける こと。

施錠して保管すること。

屋外または換気の良い場所でのみ使用する こ

と。
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 3.9  

 
 

      
1    H372  <<...>>  
                                 <...>  
 
                     <...>  
      
     <<...>>  
      
      
 

 

    

 
P260 

/ / / / /
 

/
 

 
P264  

…  
/

 
 
 
P270 

 
 

 
P319 

 
 
 

  
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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特定標的臓器毒性（反復ばく露）

（第 3.!l章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じんl煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーを吸入 しな 気分が悪い時は、診察を受けること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

いこと。

取扱後は手 〖および。 ．』を よ く洗うこと。

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をし

ないこ と。



 

- 367 - 
 

 
 3.9  

 
 

      
2    H373  <<...>>  
     <...>  
 
                     <...>    
     ) 
             <<...>>  
      
      
 

 

    

 
P260 

/ / / / /
 

/
 

 

 
P319 

 
 
 
 

  
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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特定標的臓器毒性（反復ばく露）

（第 3.!l章）

危険有害性区分 シンボル 注意喚起語 危険有害性情報

＆
 注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

粉じんl煙／ガス／ミス ト／蒸気／スプレーを吸入しな 気分が悪い時は、診察を受けること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

いこと。



 

- 368 - 
 

 
 3.10  

 
 

     
1    H304   
      
2    H305   
 

 

    

  
P301 + P316 

 
/

 
 
P331 

 
 

 
P405 

 
 

 
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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誤えん有害性

（第 3。II[)章）

危険有害性区分 シンボル

＆
 

注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

飲み込んだ場合 ：すぐに救急の医療処置を受け 施錠して保管すること。 内容物／容器を．．．に廃棄すること。

ること。

無理に吐かせないこと。



 

- 369 - 
 

 
 4.1  

 
 

     
1     H400   
 
 

 

    

 
P273 

 
 

 
P391 

 

  
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

L 
安全対策 応急措置

環境への放出を避ける こと。 漏出物を回収する こと。

水生環境有害性短期 （急性）

（第 4。ll章）

注意喚起語

注意書き

保管

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄すること。
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 4.1  

 
 

     
2                            H401   
3     H402   
 

 

    

 
P273 

 
 

   
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策 応急措置

環境への放出を避けること。

水生環境有害性短期 （急性）

（第 4。ll章）

注意喚起語

注意書き

保管

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄する こと。
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 4.1  

 
 

     
1     H410   
      
2    H411   
 

 

    

 
P273 

 
 

 
P391 

 
 

  
P501 

/ ...  
… / / /

 
/
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危険有害性区分 シンボル

L 
安全対策 応急措置

環境への放出を避けること。 漏出物を回収すること。

水生環境有害性長期 （慢性）

（第 4。ll章）

注意喚起語

注意書き

保管

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を．．．に廃棄すること。
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 4.1  

 
 

     
3                             H412   
4     H413   

       
 

 

    

P273 
 

 

  P501 
/ ...  

… / / /
 
/
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危険有害性区分 シンボル

安全対策 応急措置

環境への放出を避ける こと。

水生環境有害性長期（慢性）

（第 41章）

注意喚起語

注意書き

保管

危険有害性情報

廃棄

内容物／容器を…に廃棄する こと。
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 4.2  
 
 

     
1     H420   
 

 

    

 

 

  P502 
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オゾン層への有害性

（第 4.2章）

危険有害性区分 シンボル

,. 
注意喚起語 危険有害性情報

注意書き

安全対策 応急措置 保管 廃棄

回収またはリサイクルに関する情報について製

造者または供給者に間い合わせる
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3 

4  

 
A3.4.1
A3.4.1.1

A3.4.1.2 GHS

A3.4.1.3
2

A3.4.2 
A3.4.2.1 GHS

GHS
01 02 03 A3.4.1

A3.4.1

   
 

GHS01 
 

 

 
GHS02 

 
 

 
GHS03 

 
 

 
GHS04 

 
 

 
GHS05 

 
 

 
GHS06 

 
 

 
GHS07 

 
 

 
GHS08 

 
 

 
GHS09 
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A3.4.]. 序文

A3.4.2 絵表示のコード化

コード

附属書 3

第4節

危険有害性絵表示のコード

表 A8.4。1

危険有害性絵表示

◇ 
◇ 
⑨ 
◇ 
令

◇ 

◇ 
⑤ 
◇ 

シンボル
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3 

5  

 
 
A3.5.1  
 

 1992 6 24  92/58/EEC   
 

 
 
A3.5.2  

P102 1.4.4.1(a)
A3.2.1.10 1  

 
A3.5.2.1 AISE  

AISE 2004
 

AISE
GHS 6 88.6

, 1%  
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附属書 3

第 5節

注意絵表示の例

A35。1 注意絵表示（ヒ°クトグラム）

日 廿 冒

g"ハ nl 
A35。2 注意絵表示「子供の手の届かないと ころに置く こと。」

A3.5。2.1 欧州石鹸洗荊工業速合会仏『SE)による注意絵麦示「子供の手の届かないところに艘くこと。」
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A3.5.2.2 JSDA  
/ JSDA

 
 

JSDA JIS S 0102
96 1.7 JIS S 0102

85  
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A3.5.39 H本右鹸洗荊工業会（JSDA)による注意絵衰示「子供の手の届かないところに鷹くこと。」




